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水
産
資
料
館
か
ら
水
産
科
学
館
へ 

 

北
海
道
大
学
に
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
と
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
拠
を
置
く
総
合
博
物

館
に
は
分
館
が
あ
り
、
そ
れ
が
函
館
キ

ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
産
科

学
館
だ
。
も
と
も
と
水
産
学
部
附
属
水

産
資
料
館
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七

な
る
も
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
廃

止
さ
れ
、
代
わ
り
に
函
館
に
「
函
館
高

等
水
産
学
校
（
函
館
高
水
）
」
と
い

う
、
北
大
と
は
別
の
組
織
が
発
足
し

た
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
〇
年
、
北
海
道

帝
国
大
学
農
学
部
に
新
た
に
水
産
学
科

が
設
置
さ
れ
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

水
産
学
研
究
が
再
び
始
ま
る
。
札
幌
の

農
学
部
と
函
館
の
高
水
と
い
う
、
二
本

立
て
の
水
産
学
研
究
拠
点
が
存
在
し
た

時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

戦
時
中
、
函
館
高
水
は
函
館
水
産
専

門
学
校
と
名
を
変
え
る
。
そ
し
て
戦
後

の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
新
制

北
海
道
大
学
は
、
農
学
部
水
産
学
科
と

函
館
水
産
専
門
学
校
を
統
合
し
、
新
た

に
水
産
学
部
を
函
館
に
設
置
し
た
。
こ

れ
が
現
在
の
水
産
学
部
、
大
学
院
水
産

科
学
研
究
院
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

一
九
三
五
年
創
立
の
函
館
高
水
で

は
、
校
舎
の
正
面
二
階
に
標
本
室
が
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
も
水
産
科
学
館
の
系

譜
へ
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
時

代
は
す
ぐ
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
突

入
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
終

戦
で
校
舎
は
連
合
国
軍
（
進
駐
軍
）
に

接
収
さ
れ
、
標
本
や
資
料
は
教
育
研
究

資
材
と
共
に
、
現
在
の
函
館
市
東
川
小

学
校
へ
移
転
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
市
内

谷
地
頭
に
あ
っ
た
旧
帝
国
陸
軍
津
軽
要

塞
司
令
部
倉
庫
へ
移
転
。
こ
の
間
に
保

存
資
料
は
多
数
の
も
の
が
破
損
・
紛
失

な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
い

う
。
戦
争
は
博
物
館
資
料
の
保
存
に
と

（
平
成
一
九
）
年
、
水
産
学
部
創
基
百

周
年
を
節
目
と
し
て
、
総
合
博
物
館
分

館
水
産
科
学
館
と
な
っ
た
。 

 

水
産
科
学
館
の
歴
史
は
、
東
北
帝
国

大
学
農
科
大
学
水
産
学
科
時
代
に
遡

る
。
当
時
、
水
産
学
科
は
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四

〇
）
年
に
は
、
今
の
ク
ラ
ー
ク
会
館
と

同
窓
生
会
館
の
間
あ
た
り
に
、
水
産
講

堂
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
こ
に
標
本
室
が

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
源
流
と
な
っ

て
い
る
（
写
真
２
）
。 

 

激
動
の
水
産
学
部
変
遷
史 

 

北
大
水
産
学
部
の
歴
史
は
複
雑
だ
。

札
幌
農
学
校
に
水
産
学
科
が
設
置
さ
れ

た
の
が
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
。

わ
ず
か
七
ヶ
月
後
に
は
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
水
産
学
科
へ
改
組
。
そ
の

後
、
北
海
道
帝
国
大
学
水
産
専
門
部
に

初
代
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
就

航
「
忍
路
丸
」
で
帆
船
だ
っ
た
（
写
真

３
）
。
母
港
も
函
館
で
は
な
く
、
現
在

も
臨
海
実
験
所
が
立
つ
小
樽
の
忍
路
だ

っ
た
。
北
大
の
練
習
船
は
こ
の
他
に

も
、
「
う
し
お
丸
」
（
現
役
で
活
躍

中
）
、
「
北
星
丸
」
（
退
役
）
、
研
究

用
潜
水
艇
「
く
ろ
し
お
号
」
（
退
役
）

が
あ
る
。
水
産
学
の
教
育
・
研
究
に
は

船
が
不
可
欠
な
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

水
産
科
学
館
に
は
、
こ
う
し
た
船
に

関
す
る
資
料
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明

治
時
代
に
購
入
さ
れ
た
木
造
の
和
船
模

型
を
は
じ
め
、
図
面
や
関
連
資
料
な
ど

が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
船
に
関

す
る
博
物
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
海
と

船
の
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
、
漁
業
に
は
欠
か
せ
な
い
浮

子
（
ア
バ
・
う
き
の
こ
と
）
や
漁
網
な

ど
の
実
物
資
料
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い

る
（
写
真
４
）
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
産

函館の水産科学館 

持田 誠

第８回 

総合博物館 
資料部研究員 

業
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
歴
史
資
料

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
前
述
の
よ
う

な
経
緯
も
あ
り
、
資
料
台
帳
や
ラ
ベ
ル

な
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
資

料
情
報
が
判
然
と
し
な
い
。
有
効
な
活

用
の
た
め
に
は
、
も
う
一
度
、
資
料
情

報
を
再
検
討
し
て
台
帳
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
資
料
専
門

員
の
配
置
や
、
研
究
者
の
受
け
入
れ
体

制
が
必
要
だ
ろ
う
。 

一
方
で
、
水
産
科
学
館
に(

６
頁
へ) 

写真１ 函館キャンパスにある水産科
学館本館（撮影：齋藤貴之） 

写真２ 東北帝大農科大時代の水産講堂標本室内 

写真４ 海洋生物標本が並ぶ現在の第一標本室 写真３ 帆走する初代忍路丸 

っ
て
も
、
致
命
的
な

打
撃
を
与
え
る
の
で

あ
る
。 

 

お
し
ょ
ろ
丸
か
ら

海
洋
生
物
ま
で

 

北
大
水
産
学
部
と

言
っ
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
練
習
船

「
お
し
ょ
ろ
丸
」
で

あ
る
。
現
在
の
お
し

ょ
ろ
丸
は
四
代
目
で

一
九
八
三
年
就
航
。
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